






































































































like Koalas”と言わせる様に指示されている。しかし，教材の指事は「“I like Koalas”と言
わせましょう」と書いてあるだけである。これだけの説明で，「“I like～”と言う文の時には，
その後の単語は基本的には複数形になるのだったな」，と気づく教員はどれだけいるだろう
か。また，子供達の前で見本を見せる時に，きちんと -sをつけて提示できる教員はどれくら
いいるであろうか。
　さらに，問題となるのは，その絵カードの中には，sheep及びmouseが含まれていたこと
である。sheepは単複同形の語，mouseはmiceと言う不規則な複数形を持つ語である。英語
を専門にしていない教員の場合これらの語の特異性に気づかずに「I like mouse.」と言って
しまう可能性がある。現に私がボランティアをしている小学校の先生も，私が指摘するまで
この問題に全く気づいていない状態であった。
　2009年度からは文科省の『英語ノート』が配布されたが，驚いた事に，同様の問題が見られ，
改めて文科省の英語活動に対する姿勢に疑問を持たざるを得なかった。
4．親の期待とのギャップ
　英語活動が導入されるという話を聞いて，多くの親は喜んでいるようである。自分たちは
英語が話せないのでせめて子供には英語が話せるようになってもらいたい，そう多くの親は
考え，早くから英語に触れればうまく話せるようになるだろうと期待しているからである。
この親の期待は，週一回程度の授業では，学習効果をあげる事は困難であろうという専門
家の意見とは大きな隔たりがある。例えば，小学校への英語活動導入に賛成している冨田
（2004：163）でさえ「これまでの研究結果から分かる通り，小が校で英語を「外国語」とし
て学習し始めたとしてもそれほど驚くべき学習効果が得られるわけではないからです。」と
述べている。英語活動を始めて，数年経っても子供達に英語の力がついてない事が明らかに
なると小学校は親から説明を求められるだろう。その点に現場の教員，特に校長は懸念を示
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している。
　文科省は「小学校外国語サイト」で小学校への英語活動は「音声を中心に外国語に慣れ親
しませる活動を通じて，言語や文化について体験的に理解を深めるとともに，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を育成し，コミュニケーション能力の素地を養うことを目
標とする」と述べている。英語の力を伸ばすのではなく上記の内容を目的とするのであれば，
それを国民に周知させ，国際理解が促進されるような授業のやり方を示し，それを現場の教
師に十分浸透させてから導入すべきであろう。そのような手順を踏んでいない現在の導入で
は，いずれ不満が親から出され，それに小学校が対応しなければならない事態になることは
目に見えている。
　以上，筆者の経験を基に，現在の小学校の英語活動の問題について述べた。かつて多くの
反対を押し切って導入された「ゆとり教育」はその弊害が指摘され，文科省は方針を転換せ
ざるを得ない事態におちいった。英語活動も現状のままではゆとり教育と同じ轍を踏む事に
なりかねない。現場の声を聞き入れ，早急な見直しを行う事が必要であるように思う。
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